
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　　第１圧縮機（ 2A）の吸入冷媒の流入のみを許容する第１ポート（ P1）と、第２圧縮機
（ 2B）への吸入冷媒の流出のみを許容する第２ポート（ P2）と、第３圧縮機（ 2C）の吸入
冷媒の流入のみを許容する第３ポート（ P3）と、上記圧縮機（ 2A,・・・）の吐出冷媒の
流入のみを許容する第４ポート（ P4）とを有する四路切換弁（ 3C）が設けられて冷凍サイ
クルを行う冷媒回路（ 1E）を備え、
　　上記四路切換弁（ 3C）は、第１ポート（ P1）と第２ポート（ P2）が連通し且つ第３ポ
ート（ P3）と第４ポート（ P4）が連通する第１状態と、第１ポート（ P1）と第４ポート（
P4）が連通し且つ第２ポート（ P2）と第３ポート（ P3）が連通する第２状態とに切換可能
に構成され、
　　上記四路切換弁（ 3C）の

第２圧縮機（ 2B）の吸入圧力を検出し
上記四路切換弁（ 3C）の作動不良を判別する判別手段（ 80）を備えている

ことを特徴とする冷凍装置。
【請求項２】
　　請求項１において、
　　上記判別手段（ 80）には、四路切換弁（ 3C）の切換指令後の第２圧縮機（ 2B）の吸入
圧力を検出する吸入圧力検出部（ 81）と、該吸入圧力検出部（ 81）の検出圧力が所定値以
下に低下すると上記四路切換弁（ 3C）が作動不良であると判別して上記切換指令を保持す
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る指令保持部（ 82）と、該指令保持部（ 82）が切換指令を保持すると第２圧縮機（ 2B）を
停止させて所定時間の間待機させる圧縮機待機部（ 83）とが設けられている
ことを特徴とする冷凍装置。
【請求項３】
　　請求項２において、
　　上記判別手段（ 80）には、圧縮機待機部（ 83）が所定時間の間待機させた第２圧縮機
（ 2B）を起動させる圧縮機起動部（ 84）が設けられ、
　　上記圧縮機待機部（ 83）は、圧縮機起動部（ 84）の起動時に再び吸入圧力検出部（ 81
）の検出圧力が所定値以下に低下すると、第２圧縮機（ 2B）を停止させて上記所定時間を
延長して待機させるように構成されている
ことを特徴とする冷凍装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、冷凍装置に関し、特に、３台の圧縮機の組合せを変更するために切り換える
四路切換弁の切換制御に係るものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、複数系統の利用側熱交換器を備えた冷凍装置が知られている（例えば、特許
文献１参照）。この冷凍装置は、圧縮機構と熱源側熱交換器と２系統の利用側熱交換器室
とが接続されて冷凍サイクルを行う冷媒回路を備えている。上記２系統の利用側熱交換器
は、庫内を冷却する冷蔵熱交換器および冷凍熱交換器を有する第１系統と、室内を冷暖房
する室内熱交換器を有する第２系統とにより構成されている。上記圧縮機構は、第１系統
専用である第１圧縮機と、第２系統専用である第３圧縮機と、第１系統または第２系統の
応援用である第２圧縮機とにより構成されている。
【０００３】
　上記圧縮機構の吸入側には、四路切換弁が接続されている。具体的に、この四路切換弁
は、第１ポートが第１圧縮機の吸入管の分岐管に、第２ポートが第２圧縮機の吸入管に、
第３ポートが第３圧縮機の吸入管の分岐管に、第４ポートが圧縮機構の吐出側にそれぞれ
接続されている。上記四路切換弁は、第１ポートと第２ポートが連通し且つ第３ポートと
第４ポートが連通する第１状態と、第１ポートと第４ポートが連通し且つ第２ポートと第
３ポートが連通する第２状態とに切換可能に構成されている。つまり、上記第１系統にお
いて冷却能力が不足している場合は、四路切換弁が第１状態に切り換わることにより第２
圧縮機が第１系統に用いられて第１圧縮機を応援する。また、上記第２系統において冷暖
房能力が不足している場合は、四路切換弁が第２状態に切り換わることにより第２圧縮機
が第２系統に用いられて第３圧縮機を応援する。
【特許文献１】特開２００４－４４９２１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、上述した従来の冷凍装置においては、四路切換弁の作動不良を判別する
手段が何らなく、作動不良の対処についても何ら考慮されていないという問題があった。
つまり、四路切換弁の切換指令を出しても、弁体がゆっくり作動したり、途中で停止する
等の作動不良が生じ、そのまま放置しておくと第２圧縮機の吸入圧力が極端に低下し、最
悪の場合第２圧縮機が破損するという問題があった。ここで、四路切換弁の作動不良が生
じるメカニズムについて以下に説明する。
【０００５】
　先ず、図２に示すように、上記四路切換弁は、両端が栓体（ 102,103）で閉塞された円
筒状の本体（ 101）を備えている。この本体（ 101）の側部には、上述した４つのポート（
P1～ P4）である短管が設けられている。上記本体（ 101）の内部には、ピストン（ 105,106
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）を有する弁体（ 108）が収納されている。上記本体（ 101）および栓体（ 102,103）の内
部は、両ピストン（ 105,106）により高圧室（ R1）と第１作動室（ R2）と第２作動室（ R3
）の３つの部屋に区画されている。そして、上記四路切換弁は、ピストン（ 105,106）が
本体（ 101）内をスライドすることにより、弁体（ 108）が第１ポート（ P1）と第２ポート
（ P2）とを連通させる第１状態（図２に実線で示す状態）と、弁体（ 108）が第２ポート
（ P2）と第３ポート（ P3）とを連通させる第２状態（図２に破線で示す状態）とに切り換
わる。なお、上記第１作動室（ R2）および第２作動室（ R3）には、図示しないが、低圧ま
たは高圧のガス冷媒で満たされている。
【０００６】
　また、上記第１圧縮機の吸入管の分岐管には、第１ポート（ P1）へ向かう冷媒流れのみ
を許容する逆止弁（ 7）が設けられ、第３圧縮機の吸入管の分岐管には、第３ポート（ P3
）へ向かう冷媒流れのみを許容する逆止弁（ 7）が設けられている。
【０００７】
　ここで、例えば、四路切換弁が第１状態の場合、第１圧縮機の吸入冷媒の一部である低
温低圧のガス冷媒が第１ポート（ P1）へ流入して第２ポート（ P2）へ流れた後、第２圧縮
機に吸入される。また、上記第４ポート（ P4）より流入した高温高圧のガス冷媒は、高圧
室（ R1）に流れ込んで第３ポート（ P3）へ流れるが、逆止弁（ 7）により遮断されてしま
う。つまり、上記各逆止弁（ 7）は、第４ポート（ P4）より流入した高温高圧のガス冷媒
が第１圧縮機または第３圧縮機へ流れるのを防止している。このように、高圧室（ R1）に
流入した高温のガス冷媒は、そのまま滞留し、弁体（ 108）内を流れる低温のガス冷媒に
よって冷却されて一部が凝縮液化してしまい、さらに第２作動室（ R3）の高温のガス冷媒
までも冷却されて凝縮液化するおそれがある。
【０００８】
　この状態において、四路切換弁を第１状態から第２状態への切換指令を出すと、第１作
動室（ R2）が高圧のガス冷媒で満たされて弁体（ 108）が第３ポート（ P3）側へ押される
。ところが、上記高圧室（ R1）および第２作動室（ R3）のガス冷媒は容易に外部へ流れ出
るが、液冷媒はガス冷媒に比べて外部へ流出しにくい。したがって、この液冷媒の存在に
より、ピストン（ 105,106）および弁体（ 108）の動きが抑制されるので、途中で停止する
等の作動不良が生じることになる。このように、弁体（ 108）が途中で停止すると、第１
ポート（ P1）の流路が狭くなり、第２圧縮機への吸入冷媒量が減少するので、吸入圧力が
極端に低下することになる。なお、この現象は、四路切換弁を第２状態から第１状態へ切
り換える場合も同様に生じる。
【０００９】
　本発明は、斯かる点に鑑みてなされたものであり、その目的とするところは、３台の圧
縮機の組合せを変更するために切り換える四路切換弁を備えた冷凍装置において、少なく
ともその四路切換弁の切換時の作動不良を検知することである。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　具体的に、第１の発明は、第１圧縮機（ 2A）の吸入冷媒の流入のみを許容する第１ポー
ト（ P1）と、第２圧縮機（ 2B）への吸入冷媒の流出のみを許容する第２ポート（ P2）と、
第３圧縮機（ 2C）の吸入冷媒の流入のみを許容する第３ポート（ P3）と、上記圧縮機（ 2A
,・・・）の吐出冷媒の流入のみを許容する第４ポート（ P4）とを有する四路切換弁（ 3C
）が設けられて冷凍サイクルを行う冷媒回路（ 1E）を備えている冷凍装置を対象としてい
る。また、上記四路切換弁（ 3C）は、第１ポート（ P1）と第２ポート（ P2）が連通し且つ
第３ポート（ P3）と第４ポート（ P4）が連通する第１状態と、第１ポート（ P1）と第４ポ
ート（ P4）が連通し且つ第２ポート（ P2）と第３ポート（ P3）が連通する第２状態とに切
換可能に構成されている。そして、本発明は、上記四路切換弁（ 3C）の

第２圧縮機（ 2B）の
吸入圧力を検出し 上記四路切換弁（ 3C）の作動不良を判別
する判別手段（ 80）を備えている。
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【００１１】
　上記の発明では、第２圧縮機（ 2B）が、四路切換弁（ 3C）が第１状態に切り換わると第
１圧縮機（ 2A）の応援用の圧縮機として機能し、第３四路切換弁（ 3C）が第２状態に切り
換わると第３圧縮機（ 2C）の応援用の圧縮機として機能する。
【００１２】
　具体的に、上記四路切換弁（ 3C）が第１状態の場合、第１圧縮機（ 2A）の吸入冷媒の一
部が四路切換弁（ 3C）の第１ポート（ P1）から第２ポート（ P2）を流れて第２圧縮機（ 2B
）に吸入される。また、上記四路切換弁（ 3C）の第４ポート（ P4）を通じて流入した吐出
冷媒は、第３ポート（ P3）から流出不可であるため、四路切換弁（ 3C）内に滞留する。一
方、上記四路切換弁（ 3C）が第２状態の場合、第３圧縮機（ 2C）の吸入冷媒の一部が四路
切換弁（ 3C）の第３ポート（ P3）から第２ポート（ P2）を流れて第２圧縮機（ 2B）に吸入
される。また、上記四路切換弁（ 3C）の第４ポート（ P4）を通じて流入した吐出冷媒は、
第１ポート（ P1）から流出不可であるため、四路切換弁（ 3C）内に滞留する。何れの場合
においても、第１ポート（ P1）から第２ポート（ P2）を流れる吸入冷媒、または第３ポー
ト（ P3）から第２ポート（ P2）を流れる吸入冷媒が低温であるため、四路切換弁（ 3C）内
に滞留した吐出冷媒の一部がその低温冷媒によって冷却されて凝縮する。
【００１３】
　したがって、上記四路切換弁（ 3C）の切換指令を出しても、四路切換弁（ 3C）内の弁体
が凝縮した冷媒により正常に作動せずに途中で停止したり、ゆっくり作動するといった作
動不良が生じる。この作動不良が生じると、第２圧縮機（ 2B）への吸入冷媒の流量が減少
するので、吸入圧力が低下することになる。ところが、本発明では、その吸入圧力が判別
手段（ 80）によって検出され 四路切換弁（ 3C）の作動不良
が判別される。つまり、この判別手段（ 80）により、四路切換弁（ 3C）の切換時における
作動状態が認識される。
【００１４】
　また、第２の発明は、上記第１の発明において、上記判別手段（ 80）に、四路切換弁（
3C）の切換指令後の第２圧縮機（ 2B）の吸入圧力を検出する吸入圧力検出部（ 81）と、該
吸入圧力検出部（ 81）の検出圧力が所定値以下に低下すると上記四路切換弁（ 3C）が作動
不良であると判別して上記切換指令を保持する指令保持部（ 82）と、該指令保持部（ 82）
が切換指令を保持すると第２圧縮機（ 2B）を停止させて所定時間の間待機させる圧縮機待
機部（ 83）とが設けられている。
【００１５】
　上記の発明では、四路切換弁（ 3C）の切換時において、第２圧縮機（ 2B）の吸入圧力が
所定値以下に低下すると、四路切換弁（ 3C）が作動不良であると判別される。そして、作
動不良であると判別されると、四路切換弁（ 3C）の切換指令が保持され、第２圧縮機（ 2B
）が停止して待機する。これにより、吸入圧力の極端な低下による第２圧縮機（ 2B）の破
損等が回避されると共に、四路切換弁（ 3C）が徐々に切り換わる。つまり、上記四路切換
弁（ 3C）において、弁体を作動させる圧力状態が保持されるので、その圧力によって弁体
が徐々に作動する。
【００１６】
　また、第３の発明は、上記第２の発明において、上記判別手段（ 80）に、圧縮機待機部
（ 83）が所定時間の間待機させた第２圧縮機（ 2B）を起動させる圧縮機起動部（ 84）が設
けられている。そして、上記圧縮機待機部（ 83）は、圧縮機起動部（ 84）の起動時に再び
吸入圧力検出部（ 81）の検出圧力が所定値以下に低下すると、第２圧縮機（ 2B）を停止さ
せて上記所定時間を延長して待機させるように構成されている。
【００１７】
　上記の発明では、第２圧縮機（ 2B）が待機した後起動するので、四路切換弁（ 3C）の弁
体を作動させる圧力が増大する。これにより、確実に弁体が作動し、四路切換弁（ 3C）が
切り換わる。さらに、上記第２圧縮機（ 2B）の起動中に吸入圧力が所定値以下に低下する
と、第２圧縮機（ 2B）が停止して待機時間を延長して待機する。つまり、上記第２圧縮機
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（ 2B）の吸入圧力が所定値以下に低下する毎に、第２圧縮機（ 2B）の待機時間が延長され
る。これにより、待機時間中に確実に四路切換弁（ 3C）が切り換わる。
【発明の効果】
【００１８】
　したがって、本発明によれば、四路切換弁（ 3C）の切換時における第２圧縮機（ 2B）の
吸入圧力を検出して四路切換弁（ 3C）の作動不良を判別するようにしたので、四路切換弁
（ 3C）の作動状態を確実に認識することができる。これにより、作動不良に対する適切な
措置を講じることができる。
【００１９】
　また、第２の発明によれば、作動不良に対する措置として、四路切換弁（ 3C）の切換指
令を保持すると共に、第２圧縮機（ 2B）を停止して所定時間の間待機させるようにしたの
で、第２圧縮機（ 2B）を極端な吸入圧力低下から保護しつつ、徐々に四路切換弁（ 3C）を
切り換えることができる。この結果、四路切換弁（ 3C）の切換後の運転を正常に行うこと
ができる。
【００２０】
　さらに、第３の発明によれば、待機後の第２圧縮機（ 2B）を起動するようにしたので、
四路切換弁（ 3C）を切り換えるための圧力を増大させることができる。これにより、第２
圧縮機（ 2B）の待機中に四路切換弁（ 3C）が正常に切り換わらなかったとしても、確実に
切り換えることができる。そして、再び吸入圧力が所定値以下に低下して四路切換弁（ 3C
）が作動不良であると判別する度に、第２圧縮機（ 2B）の待機時間を延長するようにした
ので、その待機中に確実に四路切換弁（ 3C）を切り換えることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２１】
　以下、本発明の実施形態を図面に基づいて詳細に説明する。
【００２２】
　《発明の実施形態》
　図１に示すように、本実施形態に係る冷凍装置（ 1）は、コンビニエンスストアに設け
られ、冷蔵ショーケースおよび冷凍ショーケースの冷却と店内の冷暖房とを行うためのも
のである。
【００２３】
　上記冷凍装置（ 1）は、室外ユニット（ 1A）、室内ユニット（ 1B）、冷蔵ユニット（ 1C
）および冷凍ユニット（ 1D）を有し、蒸気圧縮式冷凍サイクルを行う冷媒回路（ 1E）を備
えている。この冷媒回路（ 1E）は、室外ユニット（ 1A）で構成される熱源系統に、室内ユ
ニット（ 1B）で構成される空調系統と、冷蔵ユニット（ 1C）および冷凍ユニット（ 1D）で
構成される冷却系統とが接続されている。そして、上記冷媒回路（ 1E）は、冷房サイクル
と暖房サイクルとに切り換わるように構成されている。
【００２４】
　上記室内ユニット（ 1B）は、例えば売場などに設置されて店内の冷暖房を行う。また、
上記冷蔵ユニット（ 1C）は、冷蔵用のショーケースに設置されて該ショーケースの庫内空
気を冷却する。上記冷凍ユニット（ 1D）は、冷凍用のショーケースに設置されて該ショー
ケースの庫内空気を冷却する。
【００２５】
　　〈室外ユニット〉
　上記室外ユニット（ 1A）は、圧縮機構である３台の圧縮機（ 2A,2B,2C）と、流路切換手
段である３つの四路切換弁（ 3A,3B,3C）と、熱源側熱交換器である室外熱交換器（ 4）と
を備えている。
【００２６】
　上記３台の圧縮機（ 2A,2B,2C）は、第１圧縮機であるインバータ圧縮機（ 2A）と、第２
圧縮機である第１ノンインバータ圧縮機（ 2B）と、第３圧縮機である第２ノンインバータ
圧縮機（ 2C）であり、何れも密閉型の高圧ドーム型スクロール圧縮機で構成されている。
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上記インバータ圧縮機（ 2A）は、電動機がインバータ制御されて容量が段階的又は連続的
に可変となる可変容量圧縮機である。上記第１ノンインバータ圧縮機（ 2B）および第２ノ
ンインバータ圧縮機（ 2C）は、電動機が常に一定回転数で駆動する定容量圧縮機である。
【００２７】
　上記インバータ圧縮機（ 2A）、第１ノンインバータ圧縮機（ 2B）および第２ノンインバ
ータ圧縮機（ 2C）の各吐出管（ 5a,5b,5c）は、１つの高圧ガス管（ 8）に接続され、該高
圧ガス管（ 8）が第１四路切換弁（ 3A）の第１ポートに接続されている。上記第１ノンイ
ンバータ圧縮機（ 2B）の吐出管（ 5b）および第２ノンインバータ圧縮機（ 2C）の吐出管（
5c）には、それぞれ逆止弁（ 7）が設けられている。なお、上記高圧ガス管（ 8）には、オ
イルセパレータ（ 30）が設けられている。
【００２８】
　上記室外熱交換器（ 4）は、一端であるガス側端部が室外ガス管（ 9）によって第１四路
切換弁（ 3A）の第３ポートに接続され、他端である液側端部が液ラインである室外液管（
10）の一端に接続されている。上記室外液管（ 10）は、途中に液冷媒を貯留するレシーバ
（ 14）が設けられ、他端が閉鎖弁（ 20）を介して室外ユニット（ 1A）の外部に配設された
連絡液配管（ 11）に接続されている。なお、上記室外液管（ 10）には、レシーバ（ 14）の
上流に該レシーバ（ 14）へ向かう冷媒流れのみを許容する逆止弁（ 7）が設けられると共
に、レシーバ（ 14）の下流に該レシーバ（ 14）から閉鎖弁（ 40）へ向かう冷媒流れのみを
許容する逆止弁（ 7）が設けられている。
【００２９】
　上記室外熱交換器（ 4）は、例えば、クロスフィン式のフィン・アンド・チューブ型熱
交換器により構成されている。そして、この室外熱交換器（ 4）には、熱源ファンである
２つの室外ファン（ F1）が近接して配置されている。
【００３０】
　上記第１四路切換弁（ 3A）の第４ポートは、室外ユニット（ 1A）の外部に配設された第
１連絡ガス配管（ 17）が閉鎖弁（ 20）を介して接続され、第２ポートは、接続管（ 18）に
よって第２四路切換弁（ 3B）の第４ポートに接続されている。この第２四路切換弁（ 3B）
の第１ポートは、補助ガス管（ 19）によって第２ノンインバータ圧縮機（ 2C）の吐出管（
5c）に接続されている。また、上記第２四路切換弁（ 3B）の第２ポートには、第２ノンイ
ンバータ圧縮機（ 2C）の吸入管（ 6c）が接続されている。なお、上記第２四路切換弁（ 3B
）の第３ポートは、閉塞された閉塞ポートとなっている。つまり、この第２四路切換弁（
3B）は、３つのポートを有する三路切換弁であってもよい。
【００３１】
　上記第１四路切換弁（ 3A）は、高圧ガス管（ 8）と室外ガス管（ 9）とが連通し且つ接続
管（ 18）と第１連絡ガス配管（ 17）とが連通する第１状態（図１に実線で示す状態）と、
高圧ガス管（ 8）と第１連絡ガス配管（ 17）とが連通し且つ接続管（ 18）と室外ガス管（ 9
）とが連通する第２状態（図１に破線で示す状態）とに切り換わるように構成されている
。また、上記第２四路切換弁（ 3B）は、補助ガス管（ 19）と閉鎖ポートとが連通し且つ接
続管（ 18）と第２ノンインバータ圧縮機（ 2C）の吸入管（ 6c）とが連通する第１状態（図
１に実線で示す状態）と、補助ガス管（ 19）と接続管（ 18）とが連通し且つ吸入管（ 6c）
と閉鎖ポートとが連通する第２状態（図１に破線で示す状態）とに切り換わるように構成
されている。
【００３２】
　上記室外液管（ 10）には、レシーバ（ 14）とその上流側の逆止弁（ 7）とをバイパスす
る補助液管（ 25）が接続されている。この補助液管（ 25）には、膨張機構である室外膨張
弁（ 26）が設けられている。また、上記室外液管（ 10）には、逆止弁（ 7）を有する液分
岐管（ 36）が接続されている。この液分岐管（ 36）は、一端がレシーバ（ 14）とその上流
側の逆止弁（ 7）との間に接続され、他端がレシーバ（ 14）の下流側の逆止弁（ 7）と閉鎖
弁（ 20）との間に接続されている。そして、上記液分岐管（ 36）の逆止弁（ 7）は、レシ
ーバ（ 14）へ向かう冷媒流れのみを許容するものである。
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【００３３】
　上記補助液管（ 25）とインバータ圧縮機（ 2A）の吸入管（ 6a）との間には、膨張機構で
ある電子膨張弁（ 29）を有するリキッドインジェクション管（ 27）が接続されている。ま
た、上記レシーバ（ 14）の上部とインバータ圧縮機（ 2A）の吐出管（ 5a）との間には、逆
止弁（ 7）を有するガス抜き管（ 28）が接続されている。このガス抜き管（ 28）の逆止弁
（ 7）は、レシーバ（ 14）から吐出管（ 5a）へ向かう冷媒流れのみを許容するためのもの
である。
【００３４】
　上記インバータ圧縮機（ 2A）の吸入管（ 6a）は、閉鎖弁（ 20）を介して室外ユニット（
1A）の外部に配設された第２連絡ガス配管（ 15）に接続されている。また、上記第１ノン
インバータ圧縮機（ 2B）の吸入管（ 6b）は、本発明に係る第３四路切換弁（ 3C）に接続さ
れ、インバータ圧縮機（ 2A）の吸入管（ 6a）または第２ノンインバータ圧縮機（ 2C）の吸
入管（ 6c）に連通するように構成されている。
【００３５】
　具体的には、上記インバータ圧縮機（ 2A）の吸入管（ 6a）は、分岐管（ 6d）を介して第
３四路切換弁（ 3C）の第１ポート（ P1）に接続されている。上記第１ノンインバータ圧縮
機（ 2B）の吸入管（ 6b）は、第３四路切換弁（ 3C）の第２ポート（ P2）に接続されている
。上記第２ノンインバータ圧縮機（ 2C）の吸入管（ 6c）は、分岐管（ 6e）を介して第３四
路切換弁（ 3C）の第３ポート（ P3）に接続されている。また、上記第３四路切換弁（ 3C）
の第４ポート（ P4）は、ガス抜き管（ 28）における逆止弁（ 7）の下流側から分岐する分
岐管（ 28a）が接続されている。そして、上記各分岐管（ 6d,6e）は、逆止弁（ 7）が１つ
ずつ設けられ、何れも第３四路切換弁（ 3C）へ向かう冷媒の流れのみを許容する。すなわ
ち、上記第３四路切換弁（ 3C）において、第１ポート（ P1）はインバータ圧縮機（ 2A）の
吸入冷媒の流入のみを許容し、第２ポート（ P2）は第１ノンインバータ圧縮機（ 2B）への
吸入冷媒の流出のみを許容し、第３ポート（ P3）は第２ノンインバータ圧縮機（ 2C）の吸
入冷媒の流入のみを許容し、第４ポート（ P4）はインバータ圧縮機（ 2A）や第１ノンイン
バータ圧縮機（ 2B）の吐出冷媒の流入のみを許容する。
【００３６】
　上記第３四路切換弁（ 3C）は、第１ポート（ P1）と第２ポート（ P2）が連通し且つ第３
ポート（ P3）と第４ポート（ P4）が連通する第１状態（図１に実線で示す状態）と、第１
ポート（ P1）と第４ポート（ P4）が連通し且つ第２ポート（ P2）と第３ポート（ P3）が連
通する第２状態（図１に破線で示す状態）とに切り換わるように構成されている。つまり
、上記インバータ圧縮機（ 2A）は冷却系統に、第２ノンインバータ圧縮機（ 2C）は空調系
統にそれぞれ固定的に用いられる。一方、上記第１ノンインバータ圧縮機（ 2B）は、第３
四路切換弁（ 3C）の切換によって冷却系統と空調系統とに切り換えて用いられ、インバー
タ圧縮機（ 2A）および第２ノンインバータ圧縮機（ 2C）の応援用圧縮機を構成している。
【００３７】
　ここで、第３四路切換弁（ 3C）の構成について、図２および図３を参照しながら詳細に
説明する。但し、上記「発明が解決する課題」で記載した内容と重複する部分については
省略する。
【００３８】
　上記第３四路切換弁（ 3C）の本体（ 101）には、椀状の弁体（ 108）と、該弁体（ 108）
の両側に連結板（ 107）によって一体に取り付けられたピストン（ 105,106）とが収納され
ている。上記本体（ 101）の内部には、第１ポート（ P1）、第２ポート（ P2）および第３
ポート（ P3）の開口に対応する部分に弁体（ 108）が着座する弁シート（ 104）が設けられ
ている。
【００３９】
　また、上記第３四路切換弁（ 3C）は、パイロット弁（ 109）を備えている。このパイロ
ット弁（ 109）は、第１作動室（ R2）に連通する第１導管（ 111）と、第２作動室（ R3）に
連通する第２導管（ 112）と、第４ポート（ P4）に連通する第３導管（ 113）と、第２ポー
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ト（ P2）に連通する第４導管（ 114）とが接続されている。そして、上記パイロット弁（ 1
09）は、第１導管（ 111）と第３導管（ 113）が連通し且つ第２導管（ 112）と第４導管（ 1
14）が連通する第１状態（図３ (Ａ )の状態）と、第１導管（ 111）と第４導管（ 114）が連
通し且つ第２導管（ 112）と第３導管（ 113）が連通する第２状態（図３ (Ｂ )の状態）とに
切り換わるように構成されている。
【００４０】
　具体的に、上記パイロット弁（ 109）は、通電（ＯＮ）すると、第１状態に切り換わり
、第１作動室（ R2）が第４ポート（ P4）からの高圧ガス冷媒によって満たされ、第２作動
室（ R3）が第２ポート（ P2）からの低圧ガス冷媒によって満たされる。一方、上記パイロ
ット弁（ 109）は、通電を停止（ＯＦＦ）すると、第２状態に切り換わり、第１作動室（ R
2）が第２ポート（ P2）からの低圧ガス冷媒によって満たされ、第２作動室（ R3）が第４
ポート（ P4）からの高圧ガス冷媒によって満たされる。つまり、上記パイロット弁（ 109
）が第２状態に切り換わると、両作動室（ R2,R3）の圧力差によりピストン（ 105,106）が
図２において左側に押され、弁体（ 108）が第１ポート（ P1）と第２ポート（ P2）とを連
通させる第１状態（図２に実線で示す状態）になる。一方、上記パイロット弁（ 109）が
第１状態に切り換わると、両作動室（ R2,R3）の圧力差によりピストン（ 105,106）が図２
において右側に押され、弁体（ 108）が第２ポート（ P2）と第３ポート（ P3）とを連通さ
せる第２状態（図２に破線で示す状態）になる。
【００４１】
　上記第３四路切換弁（ 3C）は、第４ポート（ P4）から流入したインバータ圧縮機（ 2A）
や第１ノンインバータ圧縮機（ 2B）の吐出冷媒が第１ポート（ P1）および第３ポート（ P3
）の下流にある逆止弁（ 7）によってインバータ圧縮機（ 2A）および第２ノンインバータ
圧縮機（ 2C）へ吸入されるのを防止している。
【００４２】
　　〈室内ユニット〉
　上記室内ユニット（ 1B）は、利用側熱交換器である室内熱交換器（ 41）と膨張機構であ
る室内膨張弁（ 42）とを備えている。上記室内熱交換器（ 41）は、一端であるガス側端部
が第１連絡ガス配管（ 17）に接続され、他端である液側端部が室内膨張弁（ 42）を介して
連絡液配管（ 11）に接続されている。なお、上記室内熱交換器（ 41）は、例えば、クロス
フィン式のフィン・アンド・チューブ型熱交換器であって、利用側ファンである室内ファ
ン（ 43）が近接して配置されている。また、上記室内膨張弁（ 42）は、電動膨張弁により
構成されている。
【００４３】
　　〈冷蔵ユニット〉
　上記冷蔵ユニット（ 1C）は、利用側熱交換器である冷蔵熱交換器（ 45）と、膨張機構で
ある冷蔵膨張弁（ 46）とを備えている。上記冷蔵熱交換器（ 45）は、一端である液側端部
が冷蔵膨張弁（ 46）および電磁弁（ 7a）を順に介して連絡液配管（ 11）より分岐した第１
分岐液配管（ 12）に接続され、他端であるガス側端部が第２連絡ガス配管（ 15）に接続さ
れている。上記電磁弁（ 7a）は、サーモオフ（休止）運転時に冷媒の流れを遮断するため
に用いられるものである。
【００４４】
　上記冷蔵熱交換器（ 45）は、冷媒の蒸発圧力が室内熱交換器（ 41）における冷媒の蒸発
圧力より低くなる。この結果、上記冷蔵熱交換器（ 45）の冷媒蒸発温度は例えば－１０℃
に設定され、室内熱交換器（ 41）の冷媒蒸発温度は例えば＋５℃に設定され、冷媒回路（
1E）が異温度蒸発の回路を構成している。
【００４５】
　なお、上記冷蔵膨張弁（ 46）は、感温式膨張弁であって、感温筒が冷蔵熱交換器（ 45）
のガス側に取り付けられている。したがって、この冷蔵膨張弁（ 46）は、冷蔵熱交換器（
45）の出口側の冷媒温度に基づいて開度が調整される。上記冷蔵熱交換器（ 45）は、例え
ば、クロスフィン式のフィン・アンド・チューブ型熱交換器であって、利用側ファンであ
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る冷蔵ファン（ 47）が近接して配置されている。
【００４６】
　　〈冷凍ユニット〉
　上記冷凍ユニット（ 1D）は、利用側熱交換器である冷凍熱交換器（ 51）と膨張機構であ
る冷凍膨張弁（ 52）と冷凍圧縮機であるブースタ圧縮機（ 53）とを備えている。上記冷凍
熱交換器（ 51）は、一端である液側端部が冷凍膨張弁（ 52）および電磁弁（ 7b）を順に介
して第１分岐液配管（ 12）より分岐した第２分岐液配管（ 13）に接続され、他端であるガ
ス側端部が接続ガス管（ 54）を介してブースタ圧縮機（ 53）の吸込側に接続されている。
このブースタ圧縮機（ 53）の吐出側には、第２連絡ガス配管（ 15）より分岐した分岐ガス
配管（ 16）が接続されている。この分岐ガス配管（ 16）には、ブースタ圧縮機（ 53）側か
ら順にオイルセパレータ（ 55）および逆止弁（ 7）が設けられている。この逆止弁（ 7）は
、ブースタ圧縮機（ 53）から第２連絡ガス配管（ 15）へ向かう冷媒流れのみを許容するも
のである。上記オイルセパレータ（ 55）と接続ガス管（ 54）との間には、キャピラリチュ
ーブ（ 56）を有する油戻し管（ 57）が接続されている。
【００４７】
　上記ブースタ圧縮機（ 53）は、冷凍熱交換器（ 51）の冷媒蒸発温度が冷蔵熱交換器（ 45
）の冷媒蒸発温度より低くなるように室外ユニット（ 1A）の圧縮機（ 2A,2B,2C）との間で
冷媒を２段圧縮している。上記冷凍熱交換器（ 51）の冷媒蒸発温度は、例えば－３５℃に
設定されている。
【００４８】
　なお、上記冷凍膨張弁（ 52）は、感温式膨張弁であって、感温筒が冷凍熱交換器（ 51）
のガス側に取り付けられている。上記冷凍熱交換器（ 51）は、例えば、クロスフィン式の
フィン・アンド・チューブ型熱交換器であって、利用側ファンである冷凍ファン（ 58）が
近接して配置されている。
【００４９】
　また、上記接続ガス管（ 54）と分岐ガス配管（ 16）における逆止弁（ 7）の下流側との
間には、逆止弁（ 7）を有するバイパス管（ 59）が接続されている。このバイパス管（ 59
）は、ブースタ圧縮機（ 53）の故障等の停止時に冷媒がブースタ圧縮機（ 53）をバイパス
して分岐ガス配管（ 16）へ向かって流れるように構成されている。
【００５０】
　　〈制御系統〉
　上記冷媒回路（ 1E）には、各種センサおよび各種スイッチが設けられている。上記室外
ユニット（ 1A）の高圧ガス管（ 8）には、冷媒の高圧圧力を検出する圧力検出手段でる高
圧圧力センサ（ 61）と、冷媒の吐出温度を検出する温度検出手段である吐出温度センサ（
62）とが設けられている。上記第２ノンインバータ圧縮機（ 2C）の吐出管（ 5c）には、高
冷媒の吐出温度を検出する温度検出手段である吐出温度センサ（ 63）が設けられている。
また、上記インバータ圧縮機（ 2A）、第１ノンインバータ圧縮機（ 2B）および第２ノンイ
ンバータ圧縮機（ 2C）の各吐出管（ 5a,5b,5c）には、冷媒の高圧圧力が所定値になると開
く圧力スイッチ（ 64）が設けられている。
【００５１】
　上記インバータ圧縮機（ 2A）および第２ノンインバータ圧縮機（ 2C）の各吸入管（ 6a,6
c）には、吸入冷媒の圧力を検出する圧力検出手段である低圧圧力センサ（ 65,66）と、冷
媒の吸入温度を検出する温度検出手段である吸入温度センサ（ 67,68）とが設けられてい
る。そして、本発明の特徴として、第１ノンインバータ圧縮機（ 2B）の吸入管（ 6b）にも
、吸入冷媒の圧力を検出する圧力検出手段である低圧圧力センサ（ 76）が設けられている
。
【００５２】
　上記室外熱交換器（ 4）には、冷媒の蒸発温度又は凝縮温度を検出する温度検出手段で
ある室外熱交換センサ（ 69）が設けられている。また、上記室外ユニット（ 1A）には、外
気温度を検出する温度検出手段である外気温センサ（ 70）が設けられている。
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【００５３】
　上記室内熱交換器（ 41）には、冷媒の凝縮温度又は蒸発温度を検出する温度検出手段で
ある室内熱交換センサ（ 71）が設けられると共に、ガス側にガス冷媒温度を検出する温度
検出手段であるガス温センサ（ 72）が設けられている。また、上記室内ユニット（ 1B）に
は、室内空気温度を検出する温度検出手段である室温センサ（ 73）が設けられている。
【００５４】
　上記冷蔵ユニット（ 1C）には、冷蔵用のショーケース内の庫内温度を検出する温度検出
手段である冷蔵温度センサ（ 74）が設けられている。上記冷凍ユニット（ 1D）には、冷凍
用のショーケース内の庫内温度を検出する温度検出手段である冷凍温度センサ（ 75）が設
けられている。また、ブースタ圧縮機（ 53）の吐出側には、冷媒の吐出圧力が所定値にな
ると開く圧力スイッチ（ 64）が設けられている。
【００５５】
　上記冷凍装置（ 1）は、コントローラ（ 80）を備えている。このコントローラ（ 80）は
、室外膨張弁（ 26）や室内膨張弁（ 42）の開度制御、各四路切換弁（ 3A,3B,3C）の切換を
行うと共に、本発明の特徴として、第３四路切換弁（ 3C）の作動不良を判別して切換制御
を行う判別手段を構成している。
【００５６】
　上記コントローラ（ 80）は、吸入圧力検出部（ 81）と、指令保持部（ 82）と、圧縮機待
機部（ 83）と、圧縮機起動部（ 84）とが設けられている。
【００５７】
　上記吸入圧力検出部（ 81）は、第３四路切換弁（ 3C）の切換時における第１ノンインバ
ータ圧縮機（ 2B）の低圧圧力センサ（ 76）の検出圧力が入力される。つまり、この吸入圧
力検出部（ 81）は、第３四路切換弁（ 3C）の切換指令後の第１ノンインバータ圧縮機（ 2B
）の吸入圧力を検出するように構成されている。
【００５８】
　上記指令保持部（ 82）は、吸入圧力検出部（ 81）の検出圧力が所定時間Ｔ１（例えば、
１０秒）の間連続して所定値以下に低下すると、第３四路切換弁（ 3C）が作動不良である
と判別し、上記第３四路切換弁（ 3C）の切換指令を保持するように構成されている。つま
り、この指令保持部（ 82）は、例えば、第３四路切換弁（ 3C）を第１状態から第２状態へ
切り換える切換指令の場合、パイロット弁（ 109）を通電状態（ＯＮ状態）である第１状
態に保持する。
【００５９】
　上記圧縮機待機部（ 83）は、指令保持部（ 82）が切換指令を保持すると、第１ノンイン
バータ圧縮機（ 2B）を停止させ、待機時間である所定時間Ｔ２（例えば、５分）の間待機
させるように構成されている。
【００６０】
　上記圧縮機起動部（ 84）は、所定時間Ｔ２の間待機させた第１ノンインバータ圧縮機（
2B）を起動させるように構成されている。そして、上記第１ノンインバータ圧縮機（ 2B）
の起動時に再び吸入圧力検出部（ 81）の検出圧力が所定時間Ｔ１の間連続して所定値以下
に低下すると、上記圧縮機待機部（ 83）は、再び第１ノンインバータ圧縮機（ 2B）を停止
させ、所定時間Ｔ２を延長（５分＋ｎ分）して待機させるように構成されている。ここで
、「ｎ」は、圧縮機起動部（ 84）が最初に起動させた以降において、吸入圧力検出部（ 81
）の検出圧力が所定時間Ｔ１の間連続して所定値以下に低下した回数（以下、「低圧圧力
センサ（ 76）の作動回数」という。）を示す。つまり、上記圧縮機起動部（ 84）が最初に
第１ノンインバータ圧縮機（ 2B）を起動させてから、低圧圧力センサ（ 76）の作動回数が
増える毎に、所定時間Ｔ２が１分ずつ延長される。
【００６１】
　なお、上記所定時間Ｔ１（１０秒）、所定時間Ｔ２（５分）およびその延長時間（１分
）は、これに限られるものでなく、適宜設定可能である。また、上記所定時間Ｔ１を省略
するようにしてもよく、この場合、吸入圧力検出部（ 81）の検出圧力が所定値以下に低下
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すると、直ちに指令保持部（ 82）が切換指令を保持することになる。
【００６２】
　　－運転動作－
　次に、上記冷凍装置（ 1）の運転動作について説明する。本実施形態では、室内ユニッ
ト（ 1B）の冷房と冷蔵ユニット（ 1C）および冷凍ユニット（ 1D）の冷却とを同時に行う「
冷房冷凍運転」が行われる。この冷房冷凍運転は、第１ノンインバータ圧縮機（ 2B）が冷
却系統に用いられる第１運転と、第１ノンインバータ圧縮機（ 2B）が空調系統に用いられ
る第２運転とに切換可能に構成されている。
【００６３】
　　〈第１運転〉
　この第１運転は、図４に示すように、インバータ圧縮機（ 2A）、第１ノンインバータ圧
縮機（ 2B）および第２ノンインバータ圧縮機（ 2C）を駆動すると共に、ブースタ圧縮機（
53）を駆動する。
【００６４】
　また、上記第１四路切換弁（ 3A）、第２四路切換弁（ 3B）および第３四路切換弁（ 3C）
は、それぞれ第１状態に切り換わる。さらに、上記冷蔵ユニット（ 1C）および冷凍ユニッ
ト（ 1D）の各電磁弁（ 7a,7b）が開状態に設定される一方、室外膨張弁（ 26）は閉状態に
設定される。また、上記リキッドインジェクション管（ 27）の電子膨張弁（ 29）は、イン
バータ圧縮機（ 2A）および第１ノンインバータ圧縮機（ 2B）の吸入側に所定流量の液冷媒
を供給するように開度調節される。
【００６５】
　この状態において、インバータ圧縮機（ 2A）と第１ノンインバータ圧縮機（ 2B）と第２
ノンインバータ圧縮機（ 2C）から吐出した冷媒は、高圧ガス管（ 8）で合流し、第１四路
切換弁（ 3A）から室外ガス管（ 9）を経て室外熱交換器（ 4）で凝縮する。この凝縮した液
冷媒は、室外液管（ 10）を流れ、レシーバ（ 14）を経て連絡液配管（ 11）に流れる。
【００６６】
　上記連絡液配管（ 11）の液冷媒は、一部が第１分岐液配管（ 12）に分流し、残りが室内
ユニット（ 1B）に流れる。この室内ユニット（ 1B）では、液冷媒が室内膨張弁（ 42）を経
て室内熱交換器（ 41）で蒸発し、店内が冷房される。この蒸発したガス冷媒は、第１連絡
ガス配管（ 17）を通って室外ユニット（ 1A）に流れ、第１四路切換弁（ 3A）および第２四
路切換弁（ 3B）を経て吸入管（ 6c）より第２ノンインバータ圧縮機（ 2C）に戻る。
【００６７】
　一方、上記第１分岐液配管（ 12）に流れた液冷媒は、一部が第２分岐液配管（ 13）に分
流して冷凍ユニット（ 1D）に流れ、残りが冷蔵ユニット（ 1C）に流れる。この冷蔵ユニッ
ト（ 1C）では、液冷媒が冷蔵膨張弁（ 46）を経て冷蔵熱交換器（ 45）で蒸発し、冷蔵用シ
ョーケースの庫内が冷却される。その後、蒸発したガス冷媒は、第２連絡ガス配管（ 15）
に流れる。上記冷凍ユニット（ 1D）では、液冷媒が冷凍膨張弁（ 52）を経て冷凍熱交換器
（ 51）で蒸発し、冷凍用ショーケースの庫内が冷却される。この蒸発したガス冷媒は、ブ
ースタ圧縮機（ 53）で圧縮された後、分岐ガス配管（ 16）を通って第２連絡ガス配管（ 15
）で冷蔵ユニット（ 1C）からのガス冷媒と合流する。上記第２連絡ガス配管（ 15）で合流
したガス冷媒は、室外ユニット（ 1A）に流れ、一部が吸入管（ 6a）よりインバータ圧縮機
（ 2A）に戻り、残りが吸入管（ 6a）の分岐管（ 6d）から第３四路切換弁（ 3C）を経て吸入
管（ 6b）より第１ノンインバータ圧縮機（ 2B）に戻る。
【００６８】
　　〈第２運転〉
　この第２運転は、上記第１運転時の室内ユニット（ 1B）の冷房能力が不足した場合の運
転であり、第１ノンインバータ圧縮機（ 2B）を空調系統に切り換えた運転である。この第
２運転時の設定は、図５に示すように、基本的に第１運転時と同様であるが、第３四路切
換弁（ 3C）が第２状態に切り換わる点が第１運転と異なる。
【００６９】
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　したがって、この第２運転時においては、第１運転と同様に、インバータ圧縮機（ 2A）
、第１ノンインバータ圧縮機（ 2B）および第２ノンインバータ圧縮機（ 2C）から吐出した
冷媒は、室外熱交換器（ 4）で凝縮し、室内熱交換器（ 41）と冷蔵熱交換器（ 45）と冷凍
熱交換器（ 51）で蒸発する。
【００７０】
　そして、上記冷蔵熱交換器（ 45）と冷凍熱交換器（ 51）で蒸発したガス冷媒は、吸入管
（ 6a）よりインバータ圧縮機（ 2A）に戻り、室内熱交換器（ 41）で蒸発した冷媒は、一部
が吸入管（ 6c）より第２ノンインバータ圧縮機（ 2C）に戻り、残りが吸入管（ 6c）の分岐
管（ 6e）から第３四路切換弁（ 3C）を経て吸入管（ 6b）より第１ノンインバータ圧縮機（
2B）に戻る。これにより、空調系統に第１ノンインバータ圧縮機（ 2B）および第２ノンイ
ンバータ圧縮機（ 2C）の２台の圧縮機を用いることになり、冷房能力の不足が補われる。
【００７１】
　　〈第１運転から第２運転への切換制御〉
　次に、上記第３四路切換弁（ 3C）を第１状態から第２状態へ切り換えて第１運転を第２
運転に切り換える際の制御について、図６を参照しながら説明する。なお、ここでは、第
３四路切換弁（ 3C）を単に「四路切換弁」という。
【００７２】
　先ず、ステップＳＴ１において、コントローラ（ 80）より四路切換弁の切換指令が出さ
れてステップＳＴ２に移行する。具体的に、ステップＳＴ１では、四路切換弁のパイロッ
ト弁（ 109）に通電（ＯＮ）し、パイロット弁（ 109）が第２状態から第１状態に切り換わ
る。
【００７３】
　上記ステップＳＴ２では、指令保持部（ 82）により吸入圧力検出部（ 81）の検出圧力が
１０秒の間連続して所定値以下に低下したか否かが判定され、低下した場合、四路切換弁
が作動不良であると、つまり四路切換弁が第２状態に正常に切り換わっていないと判別し
てステップＳＴ３へ移行する。一方、低下していない場合、四路切換弁は正常に第２状態
に切り換わったと判別して制御が終了する。
【００７４】
　ここで、吸入圧力検出部（ 81）の検出圧力が低下する状態について説明する。上記四路
切換弁が第１状態の場合、高圧室（ R1）や第２作動室（ R3）においてガス冷媒が滞留して
いるため、その一部が弁体（ 108）の内部を流れる低温のガス冷媒によって冷却されて凝
縮する。したがって、上記パイロット弁（ 109）が第１状態に切り換わると、第１作動室
（ R2）に高圧が作用し、第２作動室（ R3）に低圧が作用し、この両作動室（ R2,R3）の圧
力差により弁体（ 108）が第２作動室（ R3）側に押されるが、凝縮した液冷媒が直ぐには
高圧室（ R1）等から流出しないため、例えば図７に示すように、弁体（ 108）が途中で停
止してしまう。この場合、第１ポート（ P1）から弁体（ 108）内への流路が狭くなるので
、第１ノンインバータ圧縮機（ 2B）へ流れる冷媒量が減少し、吸入圧力が低下することに
なる。
【００７５】
　上記ステップＳＴ３では、指令保持部（ 82）により四路切換弁の切換指令がそのまま保
持され、パイロット弁（ 109）が第１状態のまま保持される。つまり、上記四路切換弁の
弁体（ 108）は、第２作動室（ R3）側へ継続して押されている。なお、この時点では、低
圧圧力センサ（ 76）の作動回数ｎ＝０（ゼロ）で認定されている。このステップＳＴ３に
おいて、切換指令が保持されると、ステップＳＴ４へ移行し、圧縮機待機部（ 83）により
第１ノンインバータ圧縮機（ 2B）を停止して待機させる。これにより、極度の吸入圧力低
下による第１ノンインバータ圧縮機（ 2B）の破損が防止される。また、この第１ノンイン
バータ圧縮機（ 2B）の停止によって第２作動室（ R3）に作用する低圧が若干増大し、両作
動室（ R2,R3）の圧力差が小さくなるが、その圧力差によって弁体（ 108）は依然として第
２作動室（ R3）側へ押される。
【００７６】
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　上記ステップＳＴ４で第１ノンインバータ圧縮機（ 2B）が停止すると、ステップＳＴ５
へ移行し、第１ノンインバータ圧縮機（ 2B）が停止してから所定時間Ｔ２（５分＝５分＋
０分）が経過したか否かを判定し、経過していない場合はそのまま待機し、経過した場合
はステップＳＴ６へ移行する。この所定時間Ｔ２の間に、第１ノンインバータ圧縮機（ 2B
）を保護しつつ、四路切換弁の弁体（ 108）が両作動室（ R2,R3）の圧力差により徐々に第
２作動室（ R3）側へスライドして第２状態に切り換わる。
【００７７】
　上記ステップＳＴ６では、圧縮機起動部（ 84）により第１ノンインバータ圧縮機（ 2B）
を起動させる。この起動により、四路切換弁の第２作動室（ R3）に再び低圧が作用し、両
作動室（ R2,R3）の圧力差が大きくなるので、弁体（ 108）が一層第２作動室（ R3）側へ押
される。したがって、このステップＳＴ６により、確実に弁体（ 108）を第２状態に切り
換えることができる。
【００７８】
　上記ステップＳＴ６で第１ノンインバータ圧縮機（ 2B）が起動すると、ステップＳＴ７
へ移行し、指令保持部（ 82）により吸入圧力検出部（ 81）の検出圧力が１０秒の間連続し
て所定値以下に低下したか否かが判定され、低下した場合、四路切換弁が未だ第２状態に
切り換わってないと判別してステップＳＴ８へ移行する。一方、低下していない場合、四
路切換弁は第２状態に正常に切り換わったと判別してステップＳＴ９へ移行する。このス
テップＳＴ９では、指令保持部（ 82）により四路切換弁の切換指令の保持を解除すると共
に、低圧圧力センサ（ 76）の作動回数をｎ＝０（ゼロ）にリセットし、制御が終了する。
このように、切換指令の保持が解除されるので、次回から四路切換弁の切換が通常通り行
われる。
【００７９】
　上記ステップＳＴ８では、圧縮機待機部（ 83）により第１ノンインバータ圧縮機（ 2B）
を停止して待機させ、ステップＳＴ５へ戻る。その際、低圧圧力センサ（ 76）の作動回数
がカウントされ、ｎ＝１と認定される。上記ステップＳＴ５では、第１ノンインバータ圧
縮機（ 2B）が停止してから所定時間Ｔ２（６分＝５分＋１分）が経過したか否かを判定し
、経過していない場合はそのまま待機し、経過した場合は上述のようにステップＳＴ６以
降へ移る。つまり、このステップＳＴ５では、低圧圧力センサ（ 76）の作動回数がｎ＝１
ということから、第１ノンインバータ圧縮機（ 2B）の待機時間が１分延長されたことにな
る。したがって、再び、ステップＳＴ５に戻った場合、低圧圧力センサ（ 76）の作動回数
がｎ＝２で認定されていることから、第１ノンインバータ圧縮機（ 2B）が停止してから所
定時間Ｔ２（７分＝５分＋２分）が経過したか否かが判定されることになる。
【００８０】
　このように、ステップＳＴ５からステップＳＴ８を繰り返すことにより、第１ノンイン
バータ圧縮機（ 2B）の待機時間が長くなるので、より確実に四路切換弁を第２状態へ正常
に切り換えることができる。なお、本実施形態では、第１運転から第２運転への切換制御
について説明したが、本発明の制御は、第２運転から第１運転への切換時においても同様
に適用することができる。
【００８１】
　　－実施形態の効果－
　以上説明したように、本実施形態によれば、第３四路切換弁（ 3C）の切換により応援用
の第１ノンインバータ圧縮機（ 2B）をインバータ圧縮機（ 2A）または第２ノンインバータ
圧縮機（ 2C）の応援用として用いる冷凍装置（ 1）において、第３四路切換弁（ 3C）の切
換時における第１ノンインバータ圧縮機（ 2B）の吸入圧力を検出して第３四路切換弁（ 3C
）の作動不良を判別するようにしたので、第３四路切換弁（ 3C）の作動状態を認識するこ
とができる。これにより、作動不良に対する適切な措置を講じることができる。
【００８２】
　特に、上記第１ノンインバータ圧縮機（ 2B）の吸入圧力が所定時間Ｔ１（１０秒）の間
連続して所定値以下に低下すると、第３四路切換弁（ 3C）が作動不良であると判別するよ
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うにしたので、吸入圧力が所定値以下に低下すると直ちに判別する場合に比べて、吸入圧
力の検出手段である低圧圧力センサ（ 76）の誤作動などに左右されずに作動状態を確実に
認識することができる。
【００８３】
　上記作動不良に対する措置として、第３四路切換弁（ 3C）の切換指令を保持するように
したので、つまり第３四路切換弁（ 3C）を切り換えようとする圧力状態でそのまま維持さ
せるようにしたので、その圧力でもって徐々に第３四路切換弁（ 3C）を切り換えることが
できる。
【００８４】
　また、切換指令を保持すると共に、第１ノンインバータ圧縮機（ 2B）を停止して所定時
間Ｔ２待機させるようにしたので、極度の吸入圧力低下による破損を回避することができ
る。したがって、上記第１ノンインバータ圧縮機（ 2B）を保護しつつ、所定時間Ｔ２の間
に第３四路切換弁（ 3C）を切り換えることができる。
【００８５】
　さらに、所定時間Ｔ２の経過後に、第１ノンインバータ圧縮機（ 2B）を起動させ、再び
吸入圧力に基づいて第３四路切換弁（ 3C）の作動不良を判別するようにしたので、第３四
路切換弁（ 3C）において切り換えようとする圧力を積極的に増大させることができる。こ
れにより、第１ノンインバータ圧縮機（ 2B）の待機中に第３四路切換弁（ 3C）が完全に切
り換わらなかったとしても、確実に切り換えることができる。
【００８６】
　また、上記第１ノンインバータ圧縮機（ 2B）の起動中に、再び吸入圧力に基づいて第３
四路切換弁（ 3C）が作動不良であると判別する度に、第１ノンインバータ圧縮機（ 2B）の
待機時間を延長させるようにしたので、その待機中に確実に第３四路切換弁（ 3C）を切り
換えることができる。すなわち、作動不良の判別回数が増えるほど、第１ノンインバータ
圧縮機（ 2B）の吸入圧力が極端に低下していると推測できるが、その吸入圧力を徐々に上
昇させて回復させることができる。
【００８７】
　《その他の実施形態》
　本発明は、上記実施形態について、以下のような構成としてもよい。
【００８８】
　例えば、上記圧縮機待機部（ 83）が低圧圧力センサ（ 76）の作動回数に応じて第１ノン
インバータ圧縮機（ 2B）の待機時間（所定時間Ｔ２）を延長するようにしたが、延長せず
に一定の所定時間Ｔ２のままで繰り返し待機させるようにしてもよい。
【００８９】
　また、上記圧縮機起動部（ 84）を省略するようにしてもよい。つまり、上述した制御フ
ローにおいて、ステップＳＴ６～ステップＳＴ８を省略し、ステップＳＴ５において所定
時間Ｔ２が経過すれば、ステップＳＴ９へ移行して切換指令の保持を解除し、第１ノンイ
ンバータ圧縮機（ 2B）を起動して通常運転を行うようにしてもよい。その際、ステップＳ
Ｔ９では、低圧圧力センサ（ 76）の作動回数のリセットが省略される。
【００９０】
　また、上記実施形態では、３台の圧縮機（ 2A,2B,2C）のみが設けられているが、空調系
統や冷却系統に固定的に用いる圧縮機を追加するようにしてもよいし、別の利用側熱交換
器を設けてそれに固定的に用いる圧縮機を追加して設けるようにしてもよい。
【００９１】
　なお、以上の実施形態は、本質的に好ましい例示であって、本発明、その適用物、ある
いはその用途の範囲を制限することを意図するものではない。
【産業上の利用可能性】
【００９２】
　以上説明したように、本発明は、複数の圧縮機を切り換えて能力制御を行う冷凍装置と
して有用である。
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【図面の簡単な説明】
【００９３】
【図１】実施形態に係る冷凍装置の配管系統図である。
【図２】第３四路切換弁の構成を示す図である。
【図３】第３四路切換弁のパイロット弁を示す図であり、 (Ａ )は第１状態を、 (Ｂ )は第２
状態をそれぞれ示す。
【図４】第１運転時の冷媒流れを示す配管系統図である。
【図５】第２運転時の冷媒流れを示す配管系統図である。
【図６】第３四路切換弁の切換制御を示すフローチャート図である。
【図７】第３四路切換弁の作動不良状態を示す図である。
【符号の説明】
【００９４】
1          冷凍装置
1E　　　　  冷媒回路
2A　　　　  インバータ圧縮機（第１圧縮機）
2B　　　　  第１ノンインバータ圧縮機（第２圧縮機）
2C　　　　  第２ノンインバータ圧縮機（第３圧縮機）
3C　　　　  第３四路切換弁（四路切換弁）
P1～ P4　　  第１～第４ポート
80　　　　  コントローラ（判別手段）
81　　　　  吸入圧力検出部
82　　　　  指令保持部
83　　　　  圧縮機待機部
84　　　　  圧縮機起動部
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】
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